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はじめに

このたびは、ヴァイカウントRD‐70をお買い上げいただききまして、誠にありがとうございます。RD‐70は、

オルガニス トの浪奏を自由に記録 ・再生できるデジタル ・シーケンサーです。優れた電子テクノロジ
ーによ

って生まれたRD-70の機能をスムーズに使いこなし、オルガン演奏を心ゆくまでお楽しみいただくために、

ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申し上げます。また、ご
一読いただいた後も、ご不明

点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお願いいたします。

こ使用上の注意点
・機械部分、キー、ディスクドライブには過大な力を加えないでください。
・製品を熟源の近くや湿度の高い場所、挨っぽい場所でのご使用はお避けください。
・移動中、使用中に機械に圧力をかけないでください。
'ラジオやテレビなど、混信を生じさせる機械の近くにはなるべく置かないでください。
・機械ケース内部には絶対に物体や液体を入れないでください。
・製品外部の手入れには洗剤などは使用しないでください。お手入れの際には水で濡らした柔らかい布をお使いください。
・製品の金属ケースを外さないでください。修理が必要な場合は必ず販売店のサービス担当者に頼んでください。
・フロッピーディスクはLED(発 光ダイオード)が 消えるまで、 ドライブから取り出さないでください。
・フロッピーディスクを磁石やスピーカー、テレビなど磁場の強い場所に置いたり、直射日光にさらさないでようご注意ください。
・フロッピーディスクのデータを誤って消去、損傷してしまうことに備えて、

フロッビーディスクのデータは定期的にバックアップコど―をお取りください。
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宙部の名称

RD‐70 フロント′ギネJレ

gttg
RD-70

viscount
加 腕

２

1.REWボ タン

ビートを選択するために巻き戻す場合、このボタン

をオ甲してくださも`。

2.FFボ タン

ビートを選択するために早送りする場合、このボタン

をオ甲してください。

3.STOPボ タン

再生を止める場合、このボタンを押してください。

4.PLAYボ タン

再生を始める場合、このボタンを押してください。

5.PAUSEボ タン

再生を一時停止する場合、このボタンを押してください。

6.RECポ タン

録音する場合、このボタンを押してください。

フ.SiNCLEポ タン

シングル再生の場合、このボタンを押してください。

8.REPEATボ タン

曲を繰り返し再生する場合、このボタンを押してくだ

さい。

9.ENTERボ タン

前のプログラムを確認する場合、このボタンを押し

てください。

10.STAND BYボ タン

機械の電源をオン/オ フする場合、このボタンを押

してください。

11口ERASEボ タン

プログラムを消す場合、このボタンを押してください。

12.RNDボ タン

ランダムに曲を再生する場合、このボタンを押して

ください。

13.TEMPOボ タン

テンポを設定する場合、このボタンを押してくださ

い。

14.SONGボ タン

楽曲番号を選択する場合、このボタンを押してください。

15.マ Jレチフアンクシヨン・デイスプレイ

16.PROGボ タン

楽曲をプログラムする場合、このボタンを押してくだ

さい。

1フ.E」ECTボ タン

ドライブユニットからフロッピーディスクを取り出す

ときは、このボタンを押してください。

18.フ ロッビーディスクドライブ ′

19.デ ィスクドライプの作動時に点灯する表示
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RDo70 リアパネル

剛８

1.PLAY/STOPジ ャック

オン/オ フをリモコンで操作する場合、オン/オ フ

ペダル(オプション)をこのジャックにつなぎます。

2.Ml口 HN端 子

MIDIデータを送信できるキーボード、コンピューター、

外部シーケンサーなどの外部MIDI機器を接続します。

3.Ml口 10UT端 子

MIDIデータを受信できる外部MIDI機器を接続しま先

4.MiDl THRU端 子

複数のMiDl機器を使用したMIDIシステムを構築す

る際に使用します。

5.ACア ダプタージャック

付属のACア ダプターをつなぎます。

RDo70の 接続

口 画 臼 曰 )

(― Eヨ  ロ 匡ヨ )

(― 画   ・匿ヨ )

■RD‐70にはMIDI THRU端 子が装備されているため、複雑なMIDIシステムも簡単に構築できます。MiDI THRU

端子はMIDIINで受信したメッセージを再送出する出カブリッジの働きをします。

■RD-70は MIDIファイルプレイヤーです。フロッピーディスクに記録された楽曲データを再生し、それらをMIDI

OUT端 子につながっているMIDIシンセサイザーやMIDIインターフェイスを装備したコンピューターヘ送信します。

また、MIDHN端 子につながっているコンピューターや外部MIDIシーケンサー、MiDIキーボードなどから受信し

たMIDIデータを保存することもできます。
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第1章 はじめに

1.1 -般 的機能

RD-70は MIDIを装備した楽器で作成した楽曲データを再生、保存することができま

す。メッセージはバックアップ用フロッピーディスク(3.5インチ、2DDま たは2HD)に

保存することができ、スタンダードMIDIファイルとしてもデ
ータを保存することがで

きます。

RD-70は それ自体が音を出す楽器ではなく、他のMIDI機器 (キーボード、MIDI音源、

ドラムなど)での演奏に必要なMIDI情報を処理するだけです。したがって、MIDl端

子を介してそれらの外部MIDI機器と常に接続されていなければなりません。

濃奏を自動再生するために、保存されたデータを別のMIDI装置に再送信することが

できます。録音または再生には特別なMIDI装置は必要ありません。

1.2 メモリー

RD-70は Direct to Disc(ディスク直結)メモリーシステムを採用しています。MiDl入

力に接続された外部装置から受信したMIDIメッセージは、入力と同時にフロッピ
ー

ディスクにスタンダードMIDlファイルに0フォーマットで記録されます。(1.4項参照)

RD-70に は入カメッセージの一時的な保存に使用する小さなバッファーメモリーが搭

載されていますが、メッセージはすぐにフロッピーディスクに書き込まれます。このシ

ステムにより、最大192,000もの音符を記録することができます。また、録音の終了

後、すぐに外部装置を通して楽曲を再生できます。

1.3 M,Diコ ード

MIDI(ミディ)とは、Musical instrument DigRal interfaceの略です。MIDlは、電子楽

器同士をつないで音楽情報や演奏データを交換するための世界共通の規格です。た

とえばあるMIDI機能を装備した鍵盤楽器で濃奏したメロディを別のシンセサイザー

で発音させたり、他のMIDI機器から送信されたデータをMIDl楽器で発音させること

ができます。MIDi機能を使用するためには、データをやりとりするためのMIDI機器

とデータを接続するためのMIDIケーブル(DIN5ピン)が必要です。MIDl機 器は、通

常以下の3つのMIDI接続端子を備えています。

・MIDIイ ン:本機が他のMiDl機器からMIDIデータを受信するための端子。

・MIDIア ウト:本機からMIDiデータを送信するための端子。

・MIDIス ルー:MIDI機器を直列接続するために、MiDlイン・ポートで受信したMIDl

データをそのまま送出します。

MIDi端 子
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MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとに接続 した機器とデータのやり

とりを行えます。それによって最大16台までのMIDI機器を個別にコントロールす

ることができます。また当然ながら、接続 したMIDI機器同士でチャンネルが違えば

データのやりとりはできません。両方のMIDI機器の送信/受信チャンネルは合わせ

る必要があります。

1.4 スタンダードMlDlフ ァイル

スタンダードMIDIファイルはMiDIデータのためのコード化フォーマットであり、含ま

れているデータやサウンドツースの影響を受けません。基本的に、異なる装置 (シ

ーケンサー、コンピューターなど)での録音の互換性が保証されています。

MIDlファイルには2つの種類、0と1があります。フォーマット0は、シングルトラック

フォーマットとして知られ、MIDIデータを録音された楽器パートに関するすべての情

報が一つのトラックに保存されます。パートは、再生されるMIDiチャンネルでしか分

離されません。

フォーマット1は、メッセージを保存する時に楽器パートの部分を別々のトラックに保

存するため、マルチトラックフォーマットとして知られています。

最大16台までのMIDI機器が

個別にコントロール可能
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第2章  再生

2.1 準備作業

付属の電源端子が正しくACア ダプタ
ージャックに差し込まれているかを確認してく

ださい。(本取扱説明書のリアパネル図参熙)

電源プラグがしっかりと電源コンセントに差し込まれているかを確認してください。

RD‐70のMID1 0UT端 子と外部MiDI機器のMIDIIN端子をMIDlケ
ーブルでつないでく

ださい。

MID1 0UT私
ノ
剛N

串

寺

ACア ダプター → ○ 220V′AC

Ｏ

Ｏ

1      l① 匡垂垂

∈⇒§
MIDi OUT     MIDIIN

2.2 築出の再生

演奏する楽曲の入ったフロッピ
ーディスクをディスクドライブに挿入してください。そ

の際、ディスクが裏返し、または向きが反対になっていないか確認してください。

・挿入すると、ディスプレイはディスクの最初の楽曲である01を示します。

・オートプレイ・パラメーター(再生の2.8項を参照)がオンになっている場合、再生

は自動的に行われます。それ以外の場合はPLAYボ タンを押してください。

・PAUSEボ タンを押すと楽出の再生が一時停止します。

・STOPボ タンを押すと再生が停止され、楽由の冒頭に戻ります。

2.3 テンポ機能

・TEMPOボ タン(くと》)を同時に押すと現在のテンポが表示されます。

・再生のテンポを変更したいときは、TEMPOボ タンのくまたはらを押します。

・変更後のテンポの数値はすぐにディスプレイに表示されます。

・テンポは1分間あたり32から250まで選べます。

・テンポ変更する際の変更速度を上げる場合は、TEMPOボ タンを押し続けてくだ

さい。

・ERASEボタンとTEMPOボ タンくを同時に押すと、元のテンポに戻ります。

・TEMPOボ タン(くと》)を同時に押すと現在のテンポが表示されます。

5ビンのDiN MIDiケーブル
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2.4 楽曲番号

・現在の楽曲番号を表示させるには、SONGボ タン(くと防)を同時に押してください。

〈注意〉この機能は、RD‐70の電源を入れると自動的に実行されます。

・別の楽曲に_移動するには、SONGボ タンのくまたは防を使ってください。

・一枚のディスクに大量の楽曲が保存されている場合、希望する方向のSONGボ タ

ンを押し続けるとすば
｀
やく移動できます。

(注意〉この機能は、RD, 7 0がPL A Y、PA U S E、ST O Pモードの時のみ作動します。

2.5 早送り、巻き戻し機能

楽曲の早送りと巻き戻しの操作は通常のカセットレコーダーと同じです。

・早送りしたいときはFFボ タンを押してください。

・巻き戻 したいときはREWボ タンを押 してください。

・巻き戻したいときはREWボ タンを押 してください。

※検索作業中、ディスプレイはビート番号を表示します。早送りまたは巻き戻し速度

を上げたい場合は、希望する方向のボタンを押し続けてください。

・楽曲の頭出しをしたい場合、STOPボ タンを押しながらREWボ タンを押してください。

・楽出の末尾に行きたい場合、STOPボ タンを押しながらFFボタンを押してください。

楽由の未尾はディスプレイに「End」と表示されま曳

2.6 ビート番号

RD‐70はビート番号を表示する機能を搭載しています。これによって、楽曲のどの部

分が演奏されているかを正確に知ることができます。この機能を作動させるには、FF

ボタンとREWボ タンを同時に押してください。
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2.フ 緑り返し機能

RD-70はディスク全体、一つの楽曲、または
一つ楽曲の特定の部分を繰り返すように

設定することができます。

・ディスク全体を繰り返す場合、操作は以下の通りです。

・再生の前または後にREPEATボ タンを押します(ボタンの下のLED灯 が点減しま

す)。ディスクに保存された最後の楽曲を渡泰した後、最初の楽由に戻って再度演奏

します。この機能を解除したいときは、STOPボ タンを押してから(再生が停止しま

す)、もう一度REPEATを 押してください(ボタンの下のLED灯 が消えます)。

ひとつの楽曲を繰り返す場合、操作は以下の通りです。

1)SiNGLEボ タンとREPEATボ タンを押してください(LED灯が点灯します)。

2)希望する楽曲をくまたは防ボタンで選び、再生を開始してください。選択された

楽曲はSTOPボ タンが押されるまで繰り返し演奏されます。

楽出の特定部分を繰り返す場合、操作は以下の通りです。

1)繰り返したい部分を含む楽曲を選ぴます。

2)SiNGLE機 能を作動させます。

3)ENTERボ タンを押しながらREPEATボ タンを押してください。LED灯 が緩やかに

点減します。

4)REWボ タンとFFボタンを使って繰り返したい部分の冒頭に移動したら、ENTER

ボタンを押します。(REPEATボ タンのLED灯 が早く点減します。)

5)REWボ タンとFFボタンを使って繰り返したい部分の末尾に移動したら、ENTER

ボタンを押します。

6)これで繰り返し部分が特定されました。PLAYボタンを押すと再生が開始します。

このとき、REPEATボ タンのLEDは点灯しています。

※ひとつの出の冒頭からか、または末尾からかを決めて、繰り返すことができます。

その場合STOPボ タンを押したままREPEATボ タンを押してください。

※自動巻き戻し機能が作動している状態で(2,10項参照)、繰り返したい部分が演奏

されている最中にSTOPボ タンを押すと、RD‐70はその楽曲の冒頭に自動的に戻り

ます。

( □ E ―E l ロ ロ )

＼ ＼

― 日

( 口 E ―I 口 曰

口 E ―I l ロ ロ 〕

０
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※メモリーから繰り返し部分を削除したい場合、再生を停止し、ERASEボ タンを押

しながらREPEATボ タンを押します。

2.8 オー トプレイ機能

次の手順により、フロッピーディスクをドライブ(オートプレイがオンになっている)に

挿入すると自動的に楽曲が再生するように設定できます。

1)ENTERボ タンを押しながらPLAYボ タンを押します。オートプレイの現】犬がディス

プレイに表示されます。

2)REWボ タンまたはFFボタンで変更します(オン/オ フ)。

3)変更を確認してENTERボ タンを押します。

2.9 シングル機能

初期パラメーター(3.6項のプログラミングを参照)は、RD‐70がフロッピーディスク

内の全ての楽曲を最初の曲から順番に連続して読み込むように設定されています。

これを変更したいときはSiNGLEモ ードを選択してください。

1)SiNGLEボ タンを押します。SiNGLEモ ードの作動がLED灯 の点灯によって示され

ます。SiNGLEモ ードにすると各楽曲の後に再生が停止します。

2.10 自動巻き戻し機能

自動巻き戻し機能でのSTOPボ タンには2つの機能があります。

1.自動巻き戻しオン:STOPボ タンを押すと、直前に再生されていた楽由の冒頭に

戻ります。

2,自動巻き戻しオフ:STOPボ タンを押すとSTOPが 押された場所で停止します。

ENTERボ タンを押しながらSTOPボ タンを押すと、自動巻き戻し機能の状態がディ

スプレイに表示されます。REWボ タンまたはFFボタンで変更し(オン/オフ)、確認

したらENTERボ タンを押します。

※ベダル (オプション)を開始/停 止の指示に使用する場合は、自動巻き戻し機能を

オフにしていると便利です。

2.11 ベダルによる開始/停 止の制御

開始および停止の操作をリモートコントロールするために、フットスイッチを接続する

ことができます。ただし故障の原因になりますので、推奨品以外のフットスイッチは

使用しないでください。

(― 曰 匡到tヨ〕

抑日
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第3章  プログラミング

3.1 チェインの作成

RD-70で は、選択した順番による楽曲の再生 (チェイン)をプ回グラムすることがで

きます。

以下の手順にしたがって設定してください。

1)ENTERボ タンを押しながら、PROGボ タンを押します(LED灯 が点減し始めます)。

2)SONGボ タンのくまたはレを押して、選択する楽由の番号に合わせます。

3)確認してENTERボ タンを押します。

4)プログラムしたい楽曲lllgにそれぞれ2)および3)の手順を繰り返します(最大数99曲 )

5)選 択が終わったらSTOPボ タンを押します。(PROGの LED灯 はプログラムがメモ

リーに記憶されていることを示す意味で点灯しています。)

6)PLAYを 押してチェインによる再生を開始します。チェインはSTOPボ タンまたは

PAUSEボ タンを押すことでいつでも停止できます。

3.2 チェインの削除

装置の電源を切ってもチェインのプログラムはメモリ
ーに保存されています。別のプ

ログラムを作る場合、作成前にメモリー内の現在のチェインを削除しておくことをお

すすめします。PROGの LED灯 を確認し、メモリ
ーが空になっている(LED灯 が点灯

していない)ことを確認します。LED灯 が点灯している場合、ERASEボ タンを押しな

がらPROGボ タンを押して削除します。

(注意〉チェインはチェインプログラムされた楽曲を含むフロッピーディスクをドライブに挿入しないと作動しません。

※通常の楽曲再生中にPROGボ タンを押してチェインを呼び出した場合、チェインは

楽曲の終了後に始まります。

3.3 ランダム再生

ディスク内の楽曲またはチェインされた楽曲をランダムに再生することができます。

1)RNDボ タンを押してから(LED灯が点灯)、PLAYボ タンを押します。楽曲がラン

ダムに再生され、STOPボ タンを押すと中断します。

2)PROG機 能を作動させ(LED灯が点灯)、1)の手lllHに従います。プログラムされた

楽曲がランダムに再生され、STOPボ タンを押すと中断します。

( ロ ロ 曰 口 )

〔回 臼 口 E ―I l j

ノだ封選戸
~提勤

鐸 そ

鐸   〔
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3.4 ポーズのプログラム

チェイン再生のとき、RD-70は楽曲と楽曲の曲間時間を設定できます。

1)ENTERボタンをオ甲しながらPAUSEボ タンを才甲します。                    メァ韓幸率睾妻
童塞薯毒勢

2)REWボ タンまたはFFボタンを使って、ディスプレイに希望する合間(秒)を表示さ

せます。

3)石優言忍してENTERをオ甲しまf。

3.5 チェイン演奏

プログラムモード(PROGの LED灯 が点灯)のとき、シングル再生、ランダム再生、繰    怪∃ 選蚤

り返し、ランダム繰り返し機能を使うことができます。

・プログラムされた楽曲を一曲ずつ再生する場合、PROGボ タンを押してから

SiNGLEボ タンを押します。最初の楽曲の再生後RD‐70は 自動的に停止し、PLAY

ボタンが押されるまで次の楽曲は再生されません。

・プログラムされた楽曲のランダム再生を連続して繰り返す場合は、PROGボ タン    怪当 圏

を押してからRNDボ タンを押します。STOPボ タンを押すと中断します。

・チェイン再生を連続して繰り返す場合は、PROGボ タンを押してからREPEATボ     怪当 笛

タンを押します。STOPボ タンを押すと中断します。

3.6 ジェネラル ・′ヽラメーター

RD-70の 操作を決定するパラメーターは、あらかじめ以下のように設定されています。

自動巻き戻し

オートプレイ

曲間秒数

ソフトスルー

アクティブ・センシング

MIDiクロックセレクト

MIDIクロックアウト

MIDlアップデート

エクスクルーシブ・システム・ダンプ

オン

オン

4秒

オン

オン

オート

オン

オン

オフ
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3.フ 初期化

プログラム中に行った変更は、消去して、3.6項で示した設定済みのパラメーター値

に戻すことができます。操作は以下の通りです。

1)STANDBYボ タンでRD-70の電源を切ります(LED灯が点灯します)。

2)ERASEボ タンを押しながら、STANDBYボ タンでRD-70の電源を入れます。

翌国
　
中国

庁
・

● □

第4章  録首

4.1 準備作業

演奏する外部MIDI機器のMID1 0UT端 子とRD-70の MiDI IN端子をMIDIケーブルで

接続します。RD‐70のMID1 0UT端 子と外部MIDI音源のMIDilN端子 (またはデータ

ツースが音の出る機械を内蔵している場合はそのMIDIIN端子)をMtDiケーブルでつ

なぎます。

⑩⇒⑩
″
炉

4.2 築出の銀音

RD‐70はMIDIメッセージを「Direct to Disc(ディスク直結)」録音方式で保存します。

録音を開始する前に、使用するフロッピーディスクを準備(フォーマット済みで上部

右角のタブが閉じている状態)して、ディスクドライブに挿入してください。(フロッピ
ーディスクの5.2項参照)

・録音モードを作動させるため、RECボ タンを押しながらPAUSEボ タンを押してく

ださい(LED灯が点灯します)。

RD‐70を録音待機状態にセットするには、以下の2つの方法があります。

1)オート方式 :MIDllN端子を通って接続されたデータツースからMiDIコードが送ら

れてくると、自動的に録音を開始します。(6。3項のシンクロナイゼーション参照)

MID1 0UT  MIDllN

データツース  RD‐70

§⇒岱
MlD1 0UT   M'Dl,N

RD‐70 サウンドモジュール

― 日

○⇒⑩
MiD1 0UT  MiDI IN'データツース RD‐70

5ビンケーブル

串学寺
8土真再百百ぜ° 昌昌昌

ACア ダプター

４
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2)マニュアル方式 :データが接続されたデータツースから送信されていなくても、再

度PAUSEボ タンを押すと金永音を開始します。録音を停止するにはSTOPボ タンを押

します。

4.3 ソート

録音されている間、データは全て自動保存されます。これはRD‐70が採用している

「Direct to Disc(ディスク直結)」による書き込みの基本的な特徴です。RD-70には

バッファー用のメモリーバンク(RAM)がないため、データの呼び出しおよび書き込

みに直接ディスクを使用します。RD-70は自動的に番号を楽由に害」り当て、ディスク

上の楽曲を体系的に認識します。新たに録音される楽曲にはディスク上で認識され

た最後の楽曲より大きな番号が割り当てられます。

4.4 録音エラー

RD-70は基本的に録音された楽曲の呼び出しを主目的に設計されているため、ディ

スクに保存された楽曲の内容を修正する機能はついておりません。したがって濃奏

時の演奏ミスは、楽曲を完全に削除し全ての録音手順を繰り返さないと訂正できま

せん。削除機能についてはフロッピーディスクに関する5.5、6項を参熙してください。

|― l 十=::古:言|

第5章  フロッピーディスク

5.1 ディスクのフォーマット

RD-70は3.5インチの2DD、2HDフロッピーディスクを使用します。MS‐DOS環 境でフ

ォーマットされたフロッピーディスクの読み込み互換性は、100%保証されています。

このフォーマットは市場にある大半のシーケンサーおよびヨンピューターで呼び出せ

るため、市販されている数多くの楽曲ライブラリーをすぐに利用できます。

スタンダードMIDIファイルフォーマットの楽曲の読み込みに問題がある場合、以下の

操作を行ってください。

1)MS―DOSを オベレーティングシステムとして使用しているコンピューターか、または

RD‐70で書き込みのための720kBまたは1.44MBのディスクを準備(初期化)します。

2)MIDl FILEフォーマットを処理できるソフトが入っているコンピューター、またはシ
ー

ケンサー(PCユーティリティの入ったATARi ST、アップルのマッキントッシュ‖、LC

など、MS‐DOS互 換システムなど)から受信した楽曲を、MiDlFILEフォーマット(・.MiD

拡張子)でディスク上に保存します。

3)楽曲の入ったディスクをRD-70のディスクドライブに挿入し、再生が始まるのを待

ちます。
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5.2 初期fヒ

RD-70プレイヤーは、未フォーマットのディスクをMS―DOSフ ォ
ーマットに初期化す

ることができます。フォーマットには高品質のディスクを使用してください。

ディスクの初期化の操作は以下の通りです。

1)ディスクの上部右角にあるタブを閉じてください。

2)ERASEボ タンを押しながらディスクをドライブに挿入します(ディスプレイは
WSuド

「Sure/よろしいですか」と表示します)。

3 )確認してR E Cボタンを押します。

ディスプレイはフォーマット中のトラック番号(1から80)を示します。初期化が終了

すると"NosW(「楽曲なし」または「空ディスク」)と表示されますので、作業が完了した

か確認してください。これでディスクヘの書き込みが可能になります。

(注意〉別の機械で使用していたディスクや、別フォ
ーマットでフォーマットされているディスクはMS‐DOSフォ

ーマットを

する必要があります。未フォーマットのディスクと同じ手順に従ってください。

5.3 築出のコピー

ーつのディスクから別のディスクに楽曲をコピ
ーする場合、操作は以下の通りです。

1)停止状態でコピーしたい楽由の入ったディスクをディスクドライブに入れてくださ

い(安全のため、ディスクヘの上書きができないよう、フロッピ
ー上部右角のタブを

動かして開けてください)。

2)SONGボ タン(くまたはレ)を使って、コピーしたい曲を選択してください。

3)RECボ タンを押したまま、ENTERボ タンを押してください(ディスプレイは
WSur"

「Sure/よろしいですか」と表示します)。

4)確認してRECボ タンを押します(ディスプレイは
"dSぜ
「コピー先ディスク」と表示

します)。

5)EJECTボタンを押してコピー元ディスクを取り出し(フロントパネル図を参照)、コ

ピー先のディスク(上部右角のタブを閉めた状態で)を挿入します。

コピーが完了したとき、コピーされた楽曲の数が表示されます。

※大量のデータがコピーされた場合、RD-70はコピ
ー元ディスクの挿入を何度も要

求することがあります。この場合、ディスプレイは
WSrc"(コピー元ディスク)と表示し

ます。コピー元ディスクとコピ
ー先のディスクは、機械が

WSrc"および
"dSt"と
表示す

るたびに入れ替えてください。

□図

６
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5.4 ディスク全出のコピー

ディスクの内容の全てを別のディスクにコピーする場合、操作は以下の通りです。

1)コピーしたぃディスク(コピー元ディスク)をディスクドライブに入れます(安全のた

め、コピー元ディスクヘの上書きができないようフロッピー上部右角のタブを開け、

書き込み禁止にしてください)。

2)RECボ タンを押したまま、REPEATボ タンを押してください(ディスプレイは
"Sur'

と表示します)。

3)確認してRECボ タンを押します(ディスプレイは
"dSt"と
表示します)。

4)EJECTボ タンを押してコピー元ディスクを取り出し(全面パネル図を参照)、コピ

ー先のディスク(上部右角のタプを閉めた状態で)を挿入します。

※コピーはセクション毎に行われます。RD‐70は元ディスクとコピー先のディスクの

挿入を何度か繰り返すよう求めることがあります。ディスプレイは
"dSt"(コピー先デ

ィスク)と表示した後、
"Src"(ヨビー元ディスク)と表示します。この場合、二つのデ

ィスクを表示通りに入れ替えてください。

5.5 案山の問u除

楽出をディスクから削除する場合、操作は以下の通りです。

1)SONGボ タンのくまたは》を使って、削除したい楽曲を選択します。

2)RECボ タンを押したままERASEボ タンを押し、再度RECボ タンを押してください。

(注意)この作業はディスクヘの書き込みが可能な状態でなければできません。

586 ディスク全山の削除

ディスク内の全ての楽曲を削除する場合、操作は以下の通りです。

1)全ての出を削除したいディスクを入れてください。

2)PAUSEボ タンを押しながらERASEボ タンを押し、その後でRECボ タンを押します。

作業が終わると、ディスク内の全ての楽曲は削除されます。

5.フ 築曲の保護

誤って曲を削除しないように、ディスク内の楽曲を保護することができます。

楽曲の保護/保 護の解除は以下の手順で行います。

1)ERASEボ タンを押しながらSONGボ タンのくを押してください。

2)保護したい楽曲まで楽曲番号を進め、キーを離します。(ディスプレイは
い
pr"「保



viscourlt RD‐ 7θ

護」の前に、S(楽曲保護)またはN(未保護)を表示します。)

3)REWボ タンまたはFFボ タンで変更します。

4)確認してRECボ タンを押します。

5)この機能を終了するため、STOPボ タンを押します。

5.8 全山の保護

ディスク内の全ての楽曲を保護する場合、操作は以下の通りです。

1)ERASEボ タンを押しながらFFボ タンを押します。

2)ディスプレイは
"RunWの
後
打
operatton in progress“と表示します。

作業が終わると、ディスク内の全ての楽曲は保護されます。

5.9 全出の保護解除

ディスク内の全ての楽由が保護されているときには(5.8参照)、以下の手順で解除で

きます。

1)ERASEボ タンを押しながらREWボ タンを押します。

2)ディスプレイは
"Run"の
後
"operatton in progress"と表示します。

作業が終わると、ディスク内の全ての楽曲の保護が解除されます。

5.10 使用デイスクスベース景

楽曲がディスク内の領域をどの程度使用しているかを調べるときは、以下の操作を

行ってください。

1)再生を停止し、SONGボ タンのくおよび》で楽曲を選択します。

2)ERASEボ タンを押しながらSONGボ タンの》を押します。ディスプレイは使用領

域をキ回バイトで示します。

5。11 空きディスクスベース

どのぐらいの領域がディスクに残っているかを調べるためには、以下の操作を行っ

てください。

ERASEボ タンを押しながらRANDOMボ タンを押します。ディスプレイは空きスベ
ー

スをキロバイトで示します。
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第6葺  M:Dl機 能

6.l MlDi更 新機能

MIDl機能により、楽曲の途中からでも正確に再生が行えます。この機能は、楽曲の

後半部分からの再生を開始するプログラムチェンジ、コントロ
ールチェンジなどで中

断すると作動します。

音の高低や強弱のメッセージが飛ばされた場合、それらを正確に再生するために直

ちにメッセージが再送出されます。

この機能をオン/オフするには、以下の操作を行ってください。

1)ENTERボ タンとFFボ タンを押します。

2)REWボ タンまたはFFボ タンを押してオン/オフを選択します。

3)確認してENTERボ タンを押します。

6.2 ソフトスルー機能

ソフトスルー機能は、MIDi OUT端 子をMID1 0UT/THRU端 子に変換する機能です。

そのため、RDo70で作成したデータを送信するだけでなく、MIDIINで他の外部MIDI

機器から受信したメッセージを再送信することもできます。

(注意〉この機能は、RD‐70をMiDlシステムの一部に組み込んで使用する場合に非常に便利ですが、特定の種類の接続ではMIDIコ
ードを制御する際にエラーを生じる「データループ」を生じさせることがありますのでご注意ください。

この機能を停止したい場合、操作は以下の通りです。

1)ENTERボ タンを押しながらSONGボ タンのくを押してください(現在の状態 :オ

ン/オフが表示されます)。

2)FFボタンまたはREWボ タンで変更します。

3)確認してENTERボ タンを押します。

6.3 シンクロナイゼーシヨン (同期tヒ)

この機能により、RD-70はMIDIクロック信号を送受信できるあらゆるMIDI装置と同

期できます。

・ENTERボ タンを押しながらTENPOボ タンのくを押します。REWボ タンまたはFF

ボタンを使って4つの選択肢の中から選択します。

1)"Aut"(自動):RD‐70は標準の内部クロックを使用しますが、外部のMiDI機器か

らMIDi STARTま たはMIDI CLOCKメ ッセ
ージを受信した場合、自動的に外部から

のMIDlメッセージに同期します。

2)"int"(内部):RD‐70は内部クロックのみを使用します。外部からの同期メッセ
ー

ジは無視されます。
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3)"in"(MIDI):RD‐70はMIDilNポ ートから受信したMiDlクロックのみを使用します。

4)"rEt"(違隔):RD-70は内部ク回ックを使用しますが、STARTと STOPは 外部の

MiDI機器からコント回―ルできます。

確認してENTERボ タンを押すか、STOPボ タンを押してキャンセルしてください。

6.4 レゾリューシヨン

この機能は受信したMIDIメッセージを録音するために利用するレゾリュ
ーション

(分解能)を 決定します。

RD-70のタイムベースは通常96に設定されていますが、240まで設定できます。

以下の表は、録音される楽曲の分解能に関する二つの値を比較したものです。

RDo70 他の装置

192 24,48,96,192,384

240 30,60,120,240,480

タイムベースを設定する場合、操作は以下の通りです。

1)ENTERボ タンを押しながらRECボ タンを押します(現在の数値が表示されます)。

2)REWボ タンまたはFFボタンを使って数値を変更します。

3)確認してENTERボ タンを押します。

6.5 アクティプセンシング鶴能

このMIDlメッセージにより相互的「センス・コネクション(sense connectton)」シス

テムが形成されます。ほとんど全ての楽器はこれらのメッセ
ージを処理できますが、

一部の古い機種はコードを正確に演奏することができません。その場合は、以下の

手順に従ってこのメッセージが作られないようにすることをお勧めします。

1)ENTERボ タンを押しながらSONGボ タンの》を押します(現在の状態 :オン/オフ

が表示されます。)

2)REWボ タンまたはFFボタンを押して変更します。

3)将鯖忍してENTERボ タンを押します。

6.6 エクスク,レーシプ・システム

RD‐70はMIDIエクスクルーシブ・システム・MiDI・メッセージを保存することができ

ます。最大メッセージの大きさは890キロバイトです。RD‐70は、接続された装置の

セットアップデータを含むメッセージを保存することができ、SONGボ タン(くと》)

およびTEMPOボ タン(くと♭)が害Jり当てられます。これにより4つのエクスクル
ー

０２
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シブ・メッセージ・ストリングを有することになります。それらにはいつでもアクセス

でき、接続された外部MIDI機器にそれらを送信することもできます。

操作は以下の通りです。

1)保存したいストリングデータをRD-70のMIDI―IN端子に送信し、通常の楽曲のよう

に録音します。

2)録音された楽由をSONGボ タン(くとレ)を使って選択してください。

3)STOPボ タンを押しながらENTERボ タンとTEMPOボ タンもしくはSONGボ タンの

どちらか(ストリングが保存されている方)を押してください。ディスプレイは
'Sur(よ

ろしいですか?)と表示します。

4)確認してRECボ タンを押してください。

(注意〉確認時に
ⅢPEL"というメッセージが現れるときtよ、保存しようとするデータ量が多すぎます。デ

ータ量を減らし、作業手順を

繰り返してください。

・保存されたデータは以下の手順で送信できます。

1)停止の状態で、STOPボ タンを押したまま送信したエクスクル
ーシブ・システム・

データが保存されているボタンを押します。ディスプレイは
'Sur(よろしいですか?)

と表示します。

2)T鯖忍してRECボ タンを押すか、STOPボ タンを押してキャンセルします。

(注意)・NPC'("No PaCkeげ)エラーが表示された場合、押したポタンにはデ
ータが割り当てられていません。

・機械の電源を入れるたびにMiDIパケットを自動的に送信することもできます。

1)停止の状態で、ENTERボ タンを押しながらREWボ タンを押します。

2)REWま たはFFボタンを使って保存場所を選択します。RD‐70は、送信されるデ

ータを以下のように考えて検索します。

SONGく は回ケーションPcl

SONG防 はロケーションPc2

TEMPOく は回ケーションPc3

TEMPOら は回ケーションPc4

0FF=自 動送信機能停止

3)確認してENTERボ タンを押します。次にRD-70の電源を入れたときに自動的に

機能が実行されます。

２
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・装置のメモリーから4つのエクスクルーシブ・システム・ストリングの
一つを消去し

たいときは、以下の手順にしたがってください。

1)停止の状態で、STOPボ タンとERASEボ タンを押しながら削除したいストリング

が保存されているボタンを押します。ディスプレイは
'Sur(よろしいですか?)と表示

します。

2)確認してRECボ タンを押すか、STOPボタンを押してキャンセルします。

嶺
欝

ヲ

ブ

韻

轡

寵

２２
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第7葺  メッセージ

Err ハードウェアのエラー Hlt CPUの 停止

エラーの原因 :RD-70が電子部品の停止を検出した。

処置 :技術支援センターヘ連絡

dEr ディスクエラー Ect ディスクイジェクト

エラーの原因 :ディスクの呼び出しまたは書き込みに時にエラ
ーを検出した。

処置 :ディスクを入れてすぐにエラーが表示された場合、機械がディスクデ
ータを呼

び出せなかったことを意味します。

・MIDIファイルディスクであるかどうか確認してください。

・新しいディスクの場合、フォーマットされているか確認してください。

※エラーが再生または録音中に表示された場合、ディスクに損傷があることを意味

し、このディスクはDirect‐to―Diskシステムでは演奏できません。この場合、ディスク

の内容をMS‐DOSデ ータを処理できるコンピュ
ーターを使って新しいディスクに移し

替えてください(本取扱説明書5.1項も参照)。

noS 楽曲なし

エラーの原因 :挿入したフロッピーディスクにデ
ータが入っていない。

処置 :このエラーは通常フォーマット済みのディスク(空ディスク)に現れます。ディ

スクにファイルが入っている場合、機械が読み込める標準フォ
ーマット(t.MiD拡張

子)のファイルではありません。

dpr ディスク保護

エラーの原因 :保護されたディスクヘの書き込みまたはデ
ータ削除を試みた。

処置 :ディスクの上部右角にあるタブを閉めてください。
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noP 演奏可能楽曲なし

エラーの原因 :選択された楽曲はRD-70では演奏できない。

処置:選択した楽曲の認識パラメーターが誤っているかアップデートされています。楽

曲を作成したソフトまたは楽器を使って、データをMIDI形式でRD-70に送信します。

FEr フォーマットエラー

エラーの原因 :ディスクのフォーマット中にエラーが検出されたも

処置 :ディスクを入れてすぐにエラーが現れた場合、ディスクが上書き保護されてい

ないかを確認してください(フロッピーディスク上部右角のタブが閉じているべき)。

エラーがトラックの録音中に現れた場合、使用しているディスクの破損が著しいこと

を意味し、ディスクを交換しなければなりません。

dFL ディスクフル

エラーの原因 :使用中のディスクでは追加のデータの保存領域が足りません。

処置 :新しいフォーマット済みのディスクを入れるか、必要でないファイルを削除し

てください。エラーが表示された時点で行っていた作業の最初に戻ってください。

nod ディスクなし

エラーの原因 :作業手順を進めるためのディスクが入っていない。

処置 :ドライブにディスクを入れてください。ドライブにディスクが入っているのにエ

ラーとなる場合、正しく挿入されているか確認してください。

Equ 元ディスクと送信先のディスクが同じ

エラーの原因 :コピー中に元ディスクと送信先のディスクが同じであることを検出した。

処置 :送信先のディスクを変え、作業をもう一度行ってください。

４２
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bFL MIDIバ ッファーフル Ouf MIDIバ ッファー

過多

エラーの原因 :RD-70の MIDI―lNポートで入ってくるMIDIデ
ータが過剰。

処置 :RD-70に 送信されているデ
ータの量を減らすか、メッセージの送信速度を遅

くしてください。

nCL クロック未選択

エラーの原因 :RD‐70の内部クロックが使用できず、MIDI―INポ
ートにおいてもMiDI

クロックメッセージが入ってきていない。

処置 :MIDIラインが作動 しているか、RD-70のMiDHNポ
ートに機械が接続されてい

るかを確認 してください。それ以外に、RD‐70の内部クロックを再設定することもで

きます(本取扱説明書6.3項参熙)。

PFL パケット過多

エラーの原因 :機械の保存容量よりも大きなエクスクル
ーシブ・システム・ストリン

グの保存を試みた。

処置 :ストリングの容量を減らし、保存手順をもう
一度繰り返してください。

nPc パケット未送信

エラーの原因 :空のメモリー領域 (MIDlパケット)を送信しようとした。(本取扱説明

書6.6項参照)

処置 :正しいメモリー領域を選択しているかを確認してください。必要な場合は、エ

クスクルーシブ・ストリングの保存手順を繰り返してください。
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メッセージ

よろしいですか?

タイムベースは96bpmに 設定されています。

タイムベースは120bpmに 設定されています。

タイムベースは192bpmに 設定されています。

タイムベースは240bpmに 設定されています。

MIDIパ ケットnr.1が選択されました。

MiDIパケットnr.2が選択されました。

MIDIパ ケットnr。3が選択されました。

MiDIパ ケットnr.4が選択されました。

楽曲の最後です。

元ディスクを挿入してください。

送信先のディスクを挿入してください。

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

卸
日

回

回

日
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日

□

日

□

日

日

□ 楽曲保護オフ
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楽曲保護オン

自動MIDlク ロック選択

内部クロック選択

外部MIDlク ロック選択

違隔クロック選択

外部クロック選択

実行中

作業の中断

□

日

□

□

□

□

日

日

２
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華 韮華 曇幸

準 と

h
iよ 暑:

! t

RD‐70 MID:シ ーケンサー 景
|

フロッピーディスク操作

未使用ディスクのフォーマット

使用済みディスクのフォーマット

選択した楽曲のコピー

全楽曲のコピー

保護状態の表示

オン/オフの選択

保存

全体保護

全体保護の解除

使用済みディスク領域

空きディスク領域

選択した楽曲の削除

全楽出の削除

クイックレフアレンスガイド

=デ ィスク挿入十E R A S E

=デ ィスク挿入+ E R A S E

=RECttENTER,REC

=RECttREPEAT,REC

= E R A S E t t S O N Gく

= F FまたはR E W

=REC

=ERASEttFF

=ERASEttREW

=ERASE+SONG防

=ERASE+RANDOM

=RECttERAE,REC

=PAUSE+ERASE,REC

=ERASE+STANBY

= S O N Gく または》

=ERAS EヰTEMP O >

リセット

楽曲番号の表示

楽曲数の表示

HDヴ ァージョン
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テンポの表示

オリジナルテンポのリセット

ビート番号の表示

楽曲の総ビート数の表示

楽曲の開始

チェインプログラミング

チェインのための楽曲の選択

チェインの保存

チェインプログラミングの終了

メモリー上のチェインの削除

シングルモードの場合 :

ブロックプログラミング

ブロック冒頭の選択

ブロック冒頭の保存

ブロック末尾の選択

ブロック末尾の保存

ブロックの冒頭または末尾

ブロックメモリーの消去

SONG》 ボタンヘのファイルの害J当

SONGく ボタンヘのファイルの害」当

TEMPO》 ボタンヘのファイルの書」当

TEMPOく ボタンヘのファイルの割当

保存

SONG>ボ タンに割り当てられた楽曲の選択

SONGく ボタンに割り当てられた楽曲の選択

TEMPOら ボタンに割り当てられた楽曲の選択

TEMPOく ボタンに割り当てられた楽曲の選択

石程言忍

SO N G防 ボタンに害」り当てられたファイルの削除

SO N Gく ボタンに割り当てられたファイルの削除

TE M P O》ボタンに害Jり当てられたファイルの削除

TE M P Oく ボタンに割り当てられたファイルの削除

= T E N P Oく十TEMP O》

=ERASEttTEMPO<|

=REVVttFF

=STOPttFF

=STOP+REW

=ENTERttPROGRAM

= S O N Gく およびS O N G防

=ENTER

=STOP

=ERASEttPROGRAM

=ENTERttREPEAT

= R E W ま たはF F

=ENTER

= R E W ま たはF F

=ENTER

=STOP+REPEAT

=ERASEttREPEAT

=STOPttENTER+SONG》

=STOP+ENTER+SONGく

=STOP+ENTER+TEMPO防

=STOP+ENTERキ TEMPOく

=REC

= S T O P + S O N G》

=STO P + S O N Gく

=STO P + T E M P O♭

=STO PキTEMP Oく

=REC

= S T O P t t E R A S E + S O N G》

= S T O P + E R A S E + S O N Gく

=STOP+ERASE+TEMPO》

=STOPttERASE+TEMPOく
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1雀言忍

現在のクロックモ
ードの表示

クロックモードの選択

最新のクロックアウト数値の表示

クロックアウトモードの選択

保存

ソフトスルー状態の表示

アクティブセンシング状態の表示

全音色オフ状態の表示

タイムベース数値の表示

自動巻き戻し状態の表示

オートプレイ状態の表示

楽出のインターバルタイムの表示

Exdosyst.コントロール・セッティングの表示

MiDIアップデート状況の表示

オン/オフまたは数値の選択

保存

保存準備

録音開始

録音停止

=REC

=ENTERttTEMPO幻

= R E Wま たはFF

= E N T E R + T E M P O》

= R E Wま たはFF

=ENTER

=ENTERttSONGく

=ENTERttSONG》

=ENTERttRANDOM

=ENTERttREC

=ENTERttSTOP

=ENTERttPLAY

=ENTER+PAUSE

=ENTERttREW

=ENTERttFF

= R E W ま たはF F

=ENTER

=PAUSE+REC

=PAUSE

=STOP

０
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■商品の品質向上のため、お断りなく

仕様・規格を変更することがあります。

本取扱説明書に記載された情報も、そ

れにともない予告なしに変更される場合

がございます。あらかじめご了承ください。
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